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和歌山県医療勤務環境改善
支援センター便り

36協定について

医業に従事する勤務医に時間外•休日労働を行わせる場台には、新様式 (様式9号の4又は9号の5)
により36協定を所轄の労働基準監督署に届け出る必要があります。
36協定に関するご質問については、医療勤務環境改善支援センターまたは所轄の労働基準監督署

へ、お気軽にお問い合わせください。

様式９号の４
https://www.mhlw.go.jp/content/11200000/001080059.docx

様式９号の５
https://www.mhlw.go.jp/content/11200000/001080060.docx

３６協定の記載例
https://www.mhlw.go.jp/content/11300000/001172135.pdf

時間外•休日労働が月100時間以上となることが見込まれる長時間労働医師に対し、面接指導を実
施する必要があります。
面接指導は、長時間働く医師一人一人の健康状態を確認し、医師の健康確保のため、必要に応じ

て、管理者(事業者)が就業上の措置を講ずることを目的として行われるものです。

面接指導実施医師養成講習会の受講や面接指導に関するＱ＆Ａ

https://ishimensetsu.mhlw.go.jp/

面接指導について

時間外•休日労働が100時間見込み
・副業・兼業先を含めた月の時間外•休日労働時間が100時間以上となる面接指導の対象となる医師を把握
・対象となる医師に対して面接指導実施医師による面接指導の実施

面接指導実施医師による面接指導
•面接指導対象医師が勤務する病院または診療所の管理者ではないこと
•「面接指導実施医師養成講習会」の受講を修了していること
※上記２つの要件を満たしていれば、産業医でなくても面接指導実施医師となれます。
※産業医であっても、上記２つの要件を満たさなければ、面接指導実施医師となることはで
きません。

面接指導実施医師による
書面の作成

管理者・事業者へ書面の提出
面接指導実施後の就業上の措置について
•副業・兼業先への面接指導結果•意見書の共有
•面接指導記録及び意見書の保存等

管理者・事業者による健康確保措置
•関係者間の連携体制の構築
•産業医との適切な連携体制の構築
•衛生委員会を通じた管理者へのアプローチ



☑ 個別支援・相談対応 ＜ １３ 件＞

３月・４月の活動報告 和歌山県医療勤務環境改善支援センター

県民交流プラザ 和歌山ビッグ愛６階 公益社団法人和歌山県病院協会内

開設時間：平日９時～１７時 (土曜・日曜・祝日・12 / 29～1/ 3を除く)

T E L :073-488-5131 F A X :073-424-5676
E-mail:wabyokyo@silver.ocn.ne.jp

※ご来訪時は事前予約制・アドバイザーが病院訪問いたします

働き方改革チェックリスト

令和６年４月以降も医療機関で働き方改革を進めるためには、新しい36協定の様式

による届出、面接指導の実施(表面をご参照ください)のほかにも大切なことがありま

す。

基本的な内容をピックアップしていますのでチェックリストとしてご活用ください。

適切な労働時間管理の実施・継続

□労働時間管理は客観的な方法(タイムカードや勤怠管理システムなど)で行っている

□副業•兼業先の労働時間を把握するための仕組みがあり、適切に運用されている

□宿日直許可取得後の適切な労働時間管理がなされている(通常の業務が発生した場合
に労働時間として適切に管理しているなど)

□医師の研鑽について、医師の意見を聴きながらルールや手続きを文書で明文化して
いる

□勤務間インターバルを考慮した勤務シフトを作成し、勤務間インターバルを確保でき
なかった場合に必要な代償休息を付与している

□医師労働時間短縮計画に基づく取組を着実に実施し、必要に応じた内容の見直しを

行っている

※下線部は特にB•連携B• C水準の指定医療機関

医療機関全体の働きやすい環境の整備と働き方改革の推進

□ハラスメント対策のための体制がある(相談窓口の設置など)

□子育て•介護などを行う職員への支援を整備し、広く周知している(短時間勤務など)

□長時間労働を前提としない人事評価体系•キャリア形成ステップ等を整備している

□タスク•シフト/シェアの推進などの働き方改革を進めていく体制がある(医師を含め
た多職種の会議体の設置と取組など)


